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そこで， タイ国立科学技術研究所 (TISTR) に保存されている圏内から採集された株の中からラン藻を10株選び，さ
らにタイの主要河川であるチャオプラヤ川沿岸と工業地域の運河において糸状性ラン藻 7 株を採集した。そしてこれ
ら 17株の中からカドミウムの除去に適した株の選抜を行った結果，糸状性ラン藻 Tolypothrix tenuis を用いてカド
ミウム除去の検討を進めることにした。生物による重金属の除去については，細胞表面への吸着と，能動的な細胞内
への取り込みが主な機構として考えられている o T. tenuisの場合，短時間で90%以上のカドミウムが除去されるこ
と，また 2 --45 0Cの温度範囲でカドミウム除去を調べたところ有意な差は見られなかったことより，細胞内部への取
り込みよりも，細胞表面への吸着が主なカドミウムの除去機構であると予想される。また ， T. tenuisによるカドミ
ウム吸着は， Langmuirの吸着等温式によって表されることがわかった。
実際に環境中でのカドミウム除去を考えた場合には， pHや他の金属イオンの影響は大きな問題となると考えられ




































くものである o 環境生物工学的な意義を有するものであり，学位に値するものと考える o
? ??
